
（参考様式２） 

 運 営 推 進 会 議 等 報 告 書 

事業者名 

住所 

名称：（株）ビリーブケアサポート 

住所：八戸市類家5丁目27-1 

事業所名 

住所 

サービス種類 

名称：ビリーブ定期巡回ケア八戸中央 

住所：八戸市類家5丁目27-1 

サービス種類：定期巡回随時対応型訪問介護看護 

開催日時(評価日) 令和8年 3月24日 第 20  回  10：00 ～ 11：00 

開 催 場 所 ビリーブケアサポート内 

出席者 

(報告内容書面送付) 

・八戸市介護保険課 介護事業者グループ     主査   下平 英範様 

・柏崎・吹上地区高齢者支援センター八戸市医師会 管理者  阿部 篤様(zoom参加) 

・ひばりの里居宅介護支援事業所こなかの     所長   川合 仁 様 

・居宅介護支援事業所こなかの          管理者  古川 力 様(zoom参加) 

・ビリーブケアプラン八戸中央          ケアマネジャー 小島 美弥 

・ビリーブ定期巡回ケア  大久保・杣木・梅本・楢木・古川・前田 

・類家四丁目町内会  会 長  類家 章義様 

・類家四丁目町内会  民生委員 風張 久子様(書類送付) 

・産業医 柏崎メディカルクリニック 長谷川 裕子様（書類送付） 

議題・課題 

１． 活動報告 

２． 自己評価・外部評価について  

３． 皆様からの要望や助言について 

４． 事例発表についての報告 

報告事項 ・添付書類別紙参照 

評価（感想等） 

今年度は定期巡回サービスについて病院の連携室の方からも「いいサービスがあると聞い

たのですが」と問い合わせをいただくようになりました。以前に比べ認知度は高くなって

きていますが、問い合わせが来てもサービスにつながらないケースも少なくありません。

「重度だから」「医療度が高いから」と施設入所を選択するのではなく、定期巡回サービス

という選択肢があってもいいと思います。今後定期巡回サービスは単なる「回数制限のな

い訪問介護」ではなく、「在宅におけるバーチャル施設」へと進化していくのではないかと

思います。 

要望、意見及び 

助言等 

・事例発表内の“ＡＤＬ”と“ＱＯＬ”という言葉の意味を教えてほしい（類家様） 

⇒ＡＤＬは日常生活動作で、服を着る・食事をするなどといった生活の動作となります。

ＱＯＬは、生活の質という意味で、単に生きるのではなく、生活の中に、その人らしく

満足した生活ができることです。（古川） 

・口腔連携強化加算は、定期巡回だけのサービスですか？（川合様） 

⇒定期巡回サービスだけでなく、訪問介護・訪問看護でも可能です。（梅本） 

・周知課題として、地域に対して、ケアマネジャーに対しても行ってきていると思います



が、具体的な達成度や着地点は決めていますか？（阿部様） 

⇒営業に伺わせていただいたり、チラシもお配りしています。今後、チームを組み、弊社

の社内で周知イベントを開催したり、居宅などに出張して説明会を開くといった活動を

行っていく予定です。令和８年度中の達成を目標にしていきます。（楢木） 

・（事例発表について）定期巡回サービスの中でも、これだけ多職種が連携しているケー

スは少ないと思いますので、今後もより良いサービスの提供を期待しています。（下平

様） 

・現在のサービス利用人数を教えてください。（下平様） 

⇒現在は９名利用で、月末に１名、来月１名利用予定となっております。（楢木） 

※開催後１か月以内に八戸市介護保険課と事業所が所在する区域を管轄する高齢者支援センタ

ーの両方へ提出してください。（FAX、E-mail 可） 

八戸市介護保険課  FAX：0178-47-0732  E-mail：kaigo@city.hachinohe.aomori.jp 


